
ノ

噸

、

C

・

R

・

ウ

イ

ッ

ト

レ

シ

イ

「
國

家
的

利

盆

こ
國

際

カ

ル
テ

ル

」

O
ぴ
蟄
昌
霧

即

」
<
屠

げ
註
o
。。
o
団
℃
男
F

d
∴

男
暮

δ

β
鑑

H
詳

①
后

。。
ゆ

蟄
昌
◎

H
暮

霞

昌
暮

ご

昌
乙

O
鎚

げ
①
一
。。
馳

日
冨

嵩

き

匿
罠

蟄
昌

O
o
舅
娼
蟄
嵩
ざ

男
Φ
宅

団
自

F

お

㌫

博
で
娼
・
話

十

鵠

肝

^

木

曾

榮

作

/
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資
本
主
義
膣
制
下

に
於

て
は
、
企

業

は
そ

の
利
潤
率

の
引

上
げ
乃
至

は
維
持

の
目
的

の
た

め
に
集
中
形
態
を
探

る
こ
と

が
可
能

で
あ
る

が
、

こ
れ

ら
企

業

集

中
形

態

の

一
種

に
所

謂

「
カ

ル
テ

ル
」

(
O
霞
ゆ
o
ご

穿

匡
o
口
)

と
稽

せ
ら
れ

る
も

の
が
あ

る
。

カ
ル
テ

ル
範
態

が
他

の
集
中
形
態

と
類

別
せ
ら
れ

る
特
質

は
左

の
よ
う
な
も

の
で
あ

る
と
言

い
得

よ
う
。

の

ω

カ

ル
テ
ル
は
同

吋
産
業
部

澗

に
屡
す

る
企
業
軍
位
間

に
於

け
る
協

定

に
基

く
連
合
膣

で
あ

る
。

旬

カ
ル
テ
ル
構
成
企
業
軍
位

は
法
律

上
猫
立

性
を
保
持
し

て
い
る
。

咲

カ
ル
テ
ル
結
成
の
晶

は
當
該
霧

に
響

的
影
響

及
ぼ
す
に
あ
る
・

(こ

の
よ

う

な

本
質

を

持

つ

カ

ル
テ

ル
は
、

そ

の
國

内

カ

ル
テ

ル
か

ら

理
念

的

・
室
聞

的

に
据

延

し

て
國

際

的

規

模

に
磯

展

し

て
所
謂

「
國

際

カ

ル
テ

ル
」
(
H
暮

霞

葛

菖
o
昌
筥

O
葭

け巴
)

の
磯

生
を

見

る

に
至

つ
た

の
で
あ

る
が

、
國

際

経

濟

に
及

ぼ
す

國

際

カ

ル
テ

ル

の
影

響

は

そ

の
襲

生

以
來

つ
ね

に
大

き

な

課

題

と

し

て
提

出

さ
れ

て

い
る
も

の

で
あ

る
が

、

世
界

第

二

次
大
職

と

い
う

[
大
室

隙

に
よ

つ

て
國

際

カ

ル

テ

ル

の
動

向

も

哺
時
的

に
は
知

り
得

な

か

つ
た

。
戦

後

に
於

け

る
國
際

ヵ

ル
テ

ル
.は
そ

の
経
濟

的

性
格

と
相

倹

つ

て
政

治

的

性
格

を

C

・R
・
ウ
イ
ッ
ト

レ
シ
イ
「
國
家
的
利
盆

と
國
際
カ
ツ
テ
ル
」
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.
妃

ρ

商

學

討

究

第

三
巻

第

一
貌

葱

々
露

呈

し

つ

つ
あ

る
が

、
國

家

的
利

釜

と
國

際

的
關

係

と
を
如

何

に
調

和

せ
し

め

る
伽

と

い
う

宅
と

は

ま

さ

に

一
大

課

題

で
な

け
れ

ば

な
ら

な

い
。

い
ま

、

こ

こ

に
紹

介

の
筆

を

進

め
よ

う

と
す

る

一
書

は

ま

さ
し

く

こ

の
課

題

に
封
す

る

一
つ

の
解

明

の
手

が

か
り

と
な

る
も

の
と

考

え
ら

れ

る
。

本

書

の
著

者

O
げ
程
ざ
・
即

名

ぽ

ま
♂
澄
曳

博

士

は

現
在

ア

メ

叩
ヵ
合

衆

國

ペ

ン
シ

ル
ヴ

ェ
ニ
ヤ
大

学

の
金
融

及

び

経
濟

学
憺

當

教

授

で

あ

り

、

一
九

唱
二

年

よ

り

一
九
二

四
年
迄

跨
目
Φ
ユ
審

昌

⇔
昌
オ
霞

巴
ξ

O
隔
国
9
言

ゆ
に
於

て
教
投

し

、

一
九

二

八

年

よ

り

一
ケ
年

に
亘

り

日
げ
㊦

q
β
諜
o
臼

0α
葺
8
・駐

日
蟄
昌
庸

O
o
ヨ
巳

器
o
冒

(
合

衆

國
關

税

委

員
会

)

の
顧

問

の
要

職

に

つ
き

、

一
九

三

四
年

に

は

ト

ル

コ
國

へ
の

ア
メ
ザ

カ
維

濟

使
節

團

の

一
員

と

し
亀て
加

わ
り

、

一
九

三

五

年

よ
り

翌

年
迄

は

ω
0
9
乙

ω
9
①
昌
o
①
蜀
Φ
ロ
o
ぞ

一昌

国
自

o
b
Φ
と

な
り

、
職

後

に
於

て
は

一
九

四

二
年

よ

り

三

ケ
年
間

は

翼
暮
ご
β
鑑

田
霞

①
貿

o
協
團
8

昌
o
巳

。

閑
$
①
鎚

。
げ

の
研

究
員

と

し

て
活

躍

し

て

い
る

。

主
著

と

し
て
は

、

次

の
よ

う
な

も

の
が
あ

る
。

㍉

Φ
o
〈
霞

旨
琴
o
昌
げ
9

0
0
9

ぎ

一
9

0
同
庫
q
①

剴
自
げ
げ
霞

(
団
円
冒

8

8
昌

d
巳

く
Φ
話
騨
網

弔
円
Φ
器
)

h
暮

霞

§

寓
o
昌
旦

目
o
昌
①
審
目
団

H
。。。。q
雷

(
冒
O
Q
目
蜜
樹

】田
一昌
)

Ω
・o
嵐
㊦
昌

b
<
舘
欝
昌
o
げ
o

(
甲

置

8
8

旨

q
昌
才
o
孟

ξ

団
目
霧

・。
)

本
書

は
九
章
よ
り
成
り
そ

の
内
容

は
次

の
よ

う
に
構
成

さ
れ

て
い
る
。

第 第 第 第 第
五 四 三 ニ ー
章 章 章 章 章

カ
ル
テ
ル
の
問
題

根
本

的
問
題
ー
自
由
経
濟
髄
制
下

の
カ
ル
テ

ル

.

カ
ル
テ
ル
は
李
和
と
安
全

の

一
脅

威

で
あ
ろ
う
か

カ
ル
テ
ル
は

ア
メ
リ

ヵ
輸
出
貿
易

に
不
可
欠

で
あ
ろ
う
か

承

カ
ル
テ
ル
と

ア
メ
リ

カ
特
許
制

度
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●

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

カ
ル
テ

ル
政
策

の
構
圓

カ
ル
テ
ル
問
題
解
決
.
へ
の
…提
案

カ

ル
テ
ル
問
題
解
決

へ
の
歩

み

結

論

、

'

49

本
稿

に
於

て
は
紙
幅

の
關
係
上
、

五
章

に
止
め

る
こ
と
と
し
た
。
尚
、

大

学
開

学
記
念
論
文
集
第

二
分
冊
、

第

三
章
よ
り
第

六

章

迄

を
割
愛
し
、
本
書

の
中
心
と
な

る
べ
き
第

一
。
二

・
七

・
八
及
び
九
章

の

國
際

カ

ル
テ
ル

の
本
質

・
形
成

・
擁
邉

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
國
際

カ
ル
テ
ル
序
読

」

(
小
樽
商
科

昭
和

二
十

五
年
三
月

刊
行
)
を
謬
照
せ
ら

れ
た

い
。

一
、

ヵ

ル

テ

ル

の

問

題

著
者

は
先
す
カ

ル
テ
ル
の
本
質

を
、

「
カ
ル
テ
ル
と

は
産
業
上

の
競
争

に
封

し
て
何
ら
か

の
規
制
を
及
ぼ
す
目

的
を
以

て
存
在

す
る
同

一
叉
は
類
似

の
産
業
部
門

に
於
け
る
猫
立
企
業
艦

の
連
合
組
織

で
あ
る
。
」
と
規
定

し
、
國
際

カ
ル

テ
ル
は
、
カ
ル

テ
ル
構
成
輩
位

が
二

つ
以
上

の
政
府

の
下

に
あ

る
か
、
叉
は
國

外

に
於

て
企
業

を
螢
む
場
合

に
存
在
す

る
と
定
義
す
け
る
。

カ
ル
テ
ル
結
成

の
目
的
は
、
個

々

の
企
業
軍
位

が
曝
さ
れ
る

こ
と
あ

る

「
市
場
危
瞼
」

(
巳
P蟄
目
犀
O
げ
目
一の腎
の
)
を
減
殺
す

る
に
あ

る
が
、

こ
の
市
場
危
瞼

は
所
謂

..自

ま
ぼ

o
暮

8

営
娼
①
寓
葺
o
昌
、、
の
結
果
と
し

て
の
橿
格

の
急
落

・
新
費
手

の
市
場

へ
の
割
込
み

・
市
場
捜
齪

及

び
新

生
産
方
式

の
不
測

の
導
入

に
基
く
投

下
贅

金

の
危
殆
化
と
い
う
よ
う
な
競
孚
的
障

碍
と
い
う
形
態

を
と

る
場

合

に
カ
ル
テ
ル
結
成

の

主
因
と
し

て
作
用
す

る
に
至
る
。

カ
ル
テ

ル
を
論
難
す

る
者
は
、
競
宰

排
除

に
よ
る
贋
格
引
上
げ

と
超
過
利
潤
牧
得
を
目
的
と
す

る
猫
占
形
成

と

い
う

二
黙

を
特

に
強
調

C
・R
・ウ
イ
ッ
ト

レ
シ
イ
「
國
家
的
利
釜
と
國
際
カ
ル
テ
ル
』
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50

商

學

討

究

第
三
巻

第

一
號

す

る

に
封

し
て
、

こ
れ
を
支
持
す

る
人

々
は
カ
ル
テ
ル
に
ょ
り

一
産
業

部
門

に
於
け

る
秩
序

を
確

立
し
、
生
産

・
慣
格

・
利
潤

に
封

し

て

ヨ
リ
高
度

の
安
定
を
齎
ら

し
得

る
と
主
張
す

る
。

(
註
)

ア

メ
リ

カ

に

於

て

は

、

カ

ル

テ

ル
可

否

論

は

「
ト

ラ

ス

ト
禁

止

法

」

(
日
財
o

d
胃
詳
Φ
q

酸
蜜

ゆ
霧

b
β
寓
-
日
コ

。。
げ

8
鉾
類
。慶
)
を

僥

つ

て
頗

る

エ

活
濃

に
行

わ
れ

て
い
る
が
、
國
際

カ

ル
テ
ル
を
非
難
す

る
論
者
は

ト
ラ

ス
ト
禁
止
法
を
外
國
貿
易

の
部
面

に
ま

で
擾
張
適

用
す

べ
き

で
あ

る
と
主
張
し

て
い
る
が
、

ド
ラ
ス
ト
禁

止
法

は

鉾
..円
巳
①
o
馬
吋
①
墓
o
互
.
と
し

て
解
繹
す

ぺ
き
も

の
で
あ

る
と

い
う
思
潮

が
擾
頭
し

て
き

て
い
る
と
著
者
が
指
摘

し
て
い
る
こ
と
は
注
目

に
値
す

る
。
そ

の
例
誰

と
し

て
、

ア
メ
リ

カ
に
於

て
は
既

に
國
内
企
業

に
あ

つ
て
も
、
鐵

道
業

及
び
公
企
業

に
は
猫
占
形
態

が

一
般

に
認

め
ら
れ

て
い
る

事

實

が

學

げ
ら
れ

て

い
る
が
、
著
者

は
こ
れ
を
以

て
ア
メ
リ
ヵ
國
民

が

、.σq
o
o
q
目
o
β
o
娼
o
密

・駿
、、
と

い
う
理
念
を
既

に
是

認
し

て
い
る
誰
左

と
し
て
居
り

、

こ
れ
は
國
際

カ
ル
テ

ル
に
も
擾
延

さ
れ

る
べ
き
も

の

と
読
く

の
で
あ
る
。

こ
の
カ

ル
テ
ル
の
存
在
を
是
認
す

る
判
断

基
準

と
し

て
の
、

カ
ル
テ
ル
の
質
的
分
析

は
か

つ
て
の
ド
イ
ッ
的
理
念

に
基

く
カ

ル
テ
ル
排

斥
論

に
封

し
て
新

し
い
覗
角
を
與

え
る
も

の
と
言

い
得

よ
う
が
、
問
題
は

一
つ
の
ヵ
ル
テ

ル
組

織

の

..O
o
o
q

o
目
び
銭

、、
決
定

の
判
断

基
準

に
係

る
こ
と
と
な

ろ
う
。

職
時
及
び
職
後

の
カ
ル
テ
ル
に
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
は
、
先
す
職
争
稜
生

は
カ

ル
テ
ル
結
成

に
拍
車
を
か
け

る
諸
條
件
を
生

み
出
す

も

の
で
あ
る
が
、

更
に
職
後

に
あ

つ
て
は
或
る
産
業
部
門

に
於

て
は
生
産
過
剰
と

い
う
現
象

に
よ

つ
て
カ
ル
テ

ル
化

が
活
濃
と
な

る
傾
向

が
見
ら
れ

る
。
ゴ

ム

・
ア
ル
ミ

ニ
ュ
ー

ム
及
び
海
運

の
如
き
は
そ

の
適
例

と
し
て
墨

げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ

に
反
し
て
、
今
次
大
職
に
見

ら

れ
た
よ
う

に
、
職
時
中

に
あ
つ

て
は
特
許
権
及

び
商
略
上

の
秘
密
保
持

に
よ

る
技
術
的
知
識

の
猫
占

は
國

防
上
軍
需

産
業
生
産
力

の
据
充

の
必
要
か

ら
著
し

く
弱
化

せ
ら
れ
、
ま
た
新
商
品

及
び
代
用
品

の
生
産

の
急

速
な
進
歩
が

カ

ル
テ

ル
化

の
上
に
大
き
な
障
碍

と
な
っ
た
こ

と
が
指
摘

さ
れ
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。
職

時
経
濟
膿
制
か
ら
竿
時
経
演
艦
制

へ
の
移
行
過
程

に
於

て
は
、
生
産

と
浩

費
と

の
均
衡
維
持
が

50
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＼

最

大

の
注

目
を

ひ
く

こ

と

は
當

然

で
あ

り

、
か

つ

て

..宍
冒
自
霞

師
角

翼
o
酔
、、

と
し

て
ド

イ

ッ

の
諸

学
者

に
よ

つ
て
唱

え

ら
れ

て
き

た

カ

ル
デ

ル
に
封

す

る
理

念

と

は
異

つ
た

立
場

か

ら

ヵ

ル

テ

ル
を

支
持

す

る

傾
向

が

一
部

に
現
れ

つ

つ
あ

る
。

例

え
ば

、

イ

ギ
リ

ス
に
於

て

は

へ

　

ア
メ
リ

カ
及
び

ソ
ヴ

エ

。'ト
の
工
業
生
産
力
援
充

に
よ

る
海
外
市
場

へ
の
影
響

に
刺
激

せ
ら
れ

て
カ

ル
テ

ル
化

へ
の
方
向
を
辿

る
傾
向

が

特

に
見
ら

れ
る
が
如
き

こ
れ

で
あ
る
。

、

惟
う

に
、
世
界
を
通
じ

て
純
濟
政
策

の
目
標
は
、
完

全
雇
傭

に
あ

る
こ
と
は
既

に
是
認

せ
ら
れ

て
い
る
所

で
あ
ろ
う
が
、
カ
ル
テ
ル
は

こ

の
経
濟
政
策

の
目
標

に
劉

し
て
果
し
て
如
何
な

る
關

係
を
持

つ
か
が
今

日
の
カ
ル
テ
ル
を
続

る
課

題

の
中

心
と
な
る
も

の
と
言

い
得
よ

う

。
カ
ル
テ
ル
を

支
持
す
る

一
派

の
人

々
は
カ

ル
テ
ル
は
維
濟
計
書

の
促
進
と

産

業

の
安

定

助
長

に
役
立

ち
得

る
と
主
張
す
る

に
封

し

て
、
反
駁
論
者

は
需
給

の
非
弾
力
性

の
護
生

・
新
企
業

(
特

に
中

小
企
業
)

の
抑
制

・
警
戒

的
政
策
及
び
制
限

的
慣

行

の
助
長

の
結

果
と

し

て
高
水

準
雇
傭

の
維
持
を
妨
げ

る
も

の
と
論
す

る
。

2

カ
ル
テ

ル
問
題

が
こ
の
よ
う

に
経
濟
政
策
と

の
關
連

に
於

て
今
日

の
中

心
課
題
と
な

つ
て
い
る
そ

の
根
底
は
、
カ
ル
テ
ル
が
自

由
競
孚

か
ら
逸
脱
す
る
と

い
う
鮎

に
こ
れ
が
求
め
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
蓋
し
こ
の
自
由
競
孚

よ
り

の
逸
脆

は
、
生
産
者
と
溝
費
者

と
に
至

大
な
影
響

を
及
ぼ
す

か
ら

に
外
な
ら
な

い
。

こ
の
問
題
は
、
政
策
的

に
は
か

」
る
競
孚

よ
り

の
逸
脱
を
法
的

に
是
認
す

る
公
共
政
策

の
是
非

論
に
齢
す

る
こ
と
と
な

り
、
若

し

こ
れ

を
是
認
す
る
立
場
を
と

る
場
合

に
は
、
そ

の
是
認

の
限
度

・
産
業

部
門
及
び
保
全
方
法
が
問
題
と
な

る
で
あ
ろ
う
し
、

ζ
れ
を

否
認
す

る

場
合

に
あ

つ
て
は
カ

ル
テ

ル
へ
の
介
入
を
防
止
'す

る
た

め
の
實
際

的
方
法
が
問
題
と
し
て
提
供

さ
れ
る

こ
と
と
な

ろ
う
。

近
年

ア
メ
リ
カ
に
於

け
る
國
際

カ
ル

テ
ル

へ
の
反
封
論

の
根
擦

は
、

一
つ
に
は

カ
ル
テ
ル
の
存
在
は

ア
メ
リ
カ
の
傳
統
的
自
由
経
濟
膿

制

の
維
持
と
相
容

れ
す
且

つ
害

を
及
ぼ
す
か
ら

で
あ
り
、
二

つ
に
は
特

に
ド
イ
ッ
に
よ
る

カ
ル
テ

ル
の
利

用
の
経
験
か
ら

し
て
、

カ
ル
テ

噛

5ー

ル
は

世
界

奉

和

へ
の

一
脅

威

と

な

り

且

つ

ア

メ
リ

カ
の
軍

事
的

安

全

を
著

し
く
脅

し

て
き

た

と

い
う

に
あ

る
。

C

・R

・ウ
イ
ッ
ト

レ
シ
イ

『
國
家
的
利
釜
と
國
際

カ
ル
チ
ル
」
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第

一
號

。

こ

れ

に

封

し

て

、

國

際

カ

ル

テ

ル

の

支

持

論

の
主

要

根

擦

は

、

好

む

と

否

と

に
拘

ら

す

、

ヵ

ル

テ

ル

は

國

際

貿

易

の

「
確

立

し

た

制

度

」

(
O
石Ω
ゆ
騨
び
一
一〇
倒
①
臼

一]P
㎝
ゆ
一φ
d
「ぴ
一
〇
β
)

の

剛
つ

で

あ

る

以

上

、

ア

メ
リ

カ

の
實

業

人

は

將

來

の
世

界

貿

易

に
於

て
積

極

的

役

割

を

演

じ

よ

う

と

す

る

た

め

に

は

、

カ

ル

テ

ル

に
参

加

し

得

る

よ

う

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

所

に
見

出

さ

れ

る

。

(
註
)

ア
メ
リ
カ

の

「
ト
ラ

ス
ト
禁

止
法

」
(
日
す
Φ
d
昌
津
a

oD
冨
ε
。・
卜
三
一-
早
口
段

b
餌
司
。。)
は
初

め

一
八
九
〇
年

七
月

二
日
嚢

効

の
日
ぴ
①
の
げ
霞
日
讐

卜
o
e

な
基

本
法

と
し
て
生
れ
、

其
後

一
九

一
四
年
十
月

十
五
日
磯
効

の

日
げ
o
O
冨
旨
o
ロ

〉
簿

に
よ

つ
て
補

足
さ
れ
お
も

の
で
、
後

者

に
更

に

一
九

一
六
年

及
び

一
九

二
〇
年

に
修
正

さ
れ
れ
。

52

＼

麟
「

根
本
的
問
題

i
自

由
経
濟

膿
制
下

の

カ

ル
テ

ア

著

者
は

カ
ル
テ
ル
組
織

に
劉
す

る
最
も
根
本
的
な
反
駁
論
擦

を
、

カ
ル
テ

ル
が
自
由
競
孚
肚
会

に
於

け
る
維
濟
組

織

の
機
能

と
相
容
れ

カ

な

い
と
い
う
鮎

に
こ
れ
を
認

め
る
。
経
濟
組
織

の
鴉

占
形

態
化
は
ジ
ノ
・
ッ
と
ソ
ヴ

ェ
。
ト
に
於

て
そ

の
最
高
次

の
嚢
展
段
階

に
達

し
た
も

の
と
し
、

カ

ル
テ
ル
は
國
家
資
本
主
義
乃
至
は
枇
会

主
義

と
は
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
行

わ
れ

て
い
る
が
、

ア
メ
リ

カ
の

如
き

個

人
資
本

り

主

義

髄

制

の
國

に
於
て
は
カ

ル
テ
ル
は
む

し
ろ

一
種

の

「
憂
態

」
(
善

o
岩
呂
鴇
)

で
あ
る
と
す

る
。
即

ち
、
個
人

の
自

由

選

揮

を
基
調

と
す

る
輕
濟
禮
制

に
あ
つ
て
は
、

カ

ル
テ
ル
は
生
産
者

と
消
費
者

の
自
由

を
制
約

せ
す

に
は
お
か
な

い
が
故

で
あ

る
と

の
理
由
に
基
く
。

個
人
的
競
争
は
そ

の
鋏
陥
を
包
藏

し

つ
つ
も

、
経
濟
活
動

を
導

く
自
動

的
機

構
を
提
供
す

る
も

の
で
あ
る
が
、

カ
ル

テ
ル
組
織

の
下

に
於

て
は
最
低

生
産
費
從

つ
て
最
低
慣
格
生
産
者

が
淺
存
し

て
、
最
高
慣
格
生
慶
者
が
排
除

さ
れ

る
と

い
う
論
理
的
根
撮

を
見
出
し
得
な

い
も

の
と
噺
じ

、
か
く
し

て
カ
ル
テ
ル
に
あ

つ
て
は
、
他

の
猫
占
形
態

と
等
し
く
、
生
産
増

加
よ
り
は
む
し
ろ
生
産
制
限

の
手
段

に
訴

乏
て
所

得

の
増
加

が
齎
ら

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

の
み
な
ら
す
、
新
生
産
者

の
介
入

の
自
由

が
妨
げ
ら
れ

る
こ
と
す
ら
あ
ろ
う
か
ら

、
か
く

し
て

カ

ル
テ
ル
は
生
産

の
最
大
限
度
化
と
民
主

々
義

の
原
則

に
背
馳
す

る
も

の
で
あ

る
と
論
噺
し

て
い
る
。

、



、

ひ
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も

つ
と
も

、
カ

ル
テ
ル
が
債
格
政
策

上
に
於

て
は
、

一
般

的

に
は

ヨ
リ
高

い
慣
格
と

ヨ
リ
多
く

の
利
潤
獲
得
を
目
標

と
す

る
も

の
と
し

て
も
、

こ
れ

を
以

て
カ

ル
テ
ル

の
目
的
と
論
断

す

る
こ
と

の
誤

謬
を
著
者
は
指
摘
し
て

い
る
。
即
ち
、

カ
ル

テ
ル
組
織

の
下

に
於

け
る
債

格
決
定

の
理
論
は
、

カ
ル
テ
ル

の
濁

占
力

の
度

合
が
彊
く
作
用
す

る
た

め
、
平
均
生
産
費
乃
至
は
限
界
生
産
費

が
慣
格

決
定

の
要
素

と
は

な
ら
な

く
な
り
、

カ
ル
テ
ル
の
意
識
的
目
的

に
合

致
す

る
黙

に
於

て
償
格
が
定

め
ら
れ

る
も

の
と
す

る
。

カ
ル
テ

ル
の
目
的
は
、

一
般

に

ヨ
リ
高
率

の
利
潤

に
集
中
す
る
と
は
い
え
、
償
格

・
生
産
及
び
利
潤

の
安
定
化
、
投
資

の
保
全
拉
ぴ
に
競
孚

の
回
避
と

い
う
重
要

な
目
的

を
も

特

つ
も
の
で
あ

る
こ
と

は
著
者

の
張
調
す

る
所

で
あ

る
。

こ
の
黙

に
關
連
し

て
、
生
産
者

が

ヨ
リ
高
率

の
利
潤

追
及

の
豫
想

を
持

つ

限
グ

は
競
孚
を
績

け
る
と

い
う
経
濟
過
程

を
維
濟
学
者
憾
考
之
る
こ
と
に
慣
ら

さ
れ

て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な

一
般
化

は
現
實
と
離
れ
る

こ
と

凡
そ
遠

い
も

の
と
論
難
し

て
い
る
。
即
ち

、
既

に
比
較
的
螢
利
を
牧
め

て
い
る
企
業
膿

は
、
た
と

い
絡
局

に
於

て
は

ヨ
リ
高
率

の
利

潤
を
獲

得
す

る
自
信
を
持

ち

つ
つ
も
、
激
甚

な
競
箏

の
行

わ
れ

て
い
る
特
定
市
場

に
乗

り
込

ん

で
孚

う

こ
と
は
む
し
ろ
回
避
す

る

で
あ
ろ

う
し
、
殊

に
競
孚
者
が
既

に
こ

の
特
定
市
場

に
於

て
企
業
を
行

つ
て
い
る
場
合
は
然
り
と
読

い
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
そ

の
現
存

す
る
競

争

の
程
度
と
自
己

の
経
螢

全
般

の
張
度

と
の
調
和

の
問
題

と

い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

か

く
し
て
、
著
者
は

カ
ル
テ
ル
及
び
准

カ

ル
テ
ル

(
8
目
器
や
。
碧
げ
9
)
協

定
は
外
國
市
場

に
於

て
は
國
内
市
場

に
於
け

る
よ
り
は
、

場

合

に
よ

つ
て
は
、

ヨ
リ
低

い
儂
格
を
維
持
す

る
方

向
を
と

る
こ
と
が
見
出

さ
れ

る
と
読

き
、
そ

の
著
例
と
し

て

日
口
β
σq
ω
審
β

o
鴛
げ
自
①
を

學

げ

て

い
る
。
然

し
著
者
も
指
摘
し

て
い
る
よ
う

に
、

こ

の
よ
う
な
例
は
未
だ
確
誰

と
し

て
の
慣
値
は
疑
問

に
屡
す

る
。

、

カ
ル
テ
ル
が
人
爲
的
な
償
格

を
維
持
す

る
こ
と
を
所
期
し

つ
つ
も

こ
れ
を
制
約
す

る
明
ら
か
な
條

件
が
存
在
す

る
。
即
ち
、
先
す
有
敷

な

カ
ル
テ
ル
化
を
企
圖
す

る
能
力
を
擁
す

る
企
業
翠
位

が
そ

の
敏

に
於

て
は
産
業
部

門

の
全
企
業
数

に
樹

し

て

相

封

的

に
於

て
少

い
こ

と
、
第

二
に
カ
ル
テ
ル
の
内
部

に
存
在
す

る
諸

力
が

カ
ル
テ
ル
自
艦

の
力
を
制
約
す

る
と
と

で
あ
る
。
既

に
述

べ
た
よ
う
に
過
度

な
高

債

格

の
維
持

は
競
孚
を
激
化
さ

せ
、

カ
ル
テ

ル
内
部

の
結
成
歌
態

が
不
安
定
な
場
合

に
あ

つ
て
は

カ
ル
テ
ル
の

崩

壊

を

齎
ら
す

こ
と
と
な

C
・R
・
ウ
イ
ッ
ト
レ
シ
イ
「
國
家
的
利
盆
と
國
際
カ
ル
テ
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商

學

討

究

第

三
巻

'第

一
聾

る
。
第

三

に
、

カ

ル

テ
ル
は
或

種

の
外

的
制
肘

を
受

け

る

こ
と

が
あ
り

得

る

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
事

實

上

、

カ

ル
テ

ル
は

カ

ル

テ

ル
外

戯
皇

産
愛

は
代
用
品
の
生
馨

か
盗

鵬
孚
の
叢

に
讐

砦

も
の
で
あ
り
・
し
か
も
こ
の
脅
威
は
現
在
の
生
産
高
よ
り
は
潜
在
的

な

生
産
高

に
於
て

ヨ
リ
重
大
な
意
味
を

持
つ
こ
と
は
言

を
侯
た
な

い
。

こ
の
種

の
外
部

的
競
孚
は

ア
メ
リ
カ

の
よ
う
な
、
比
較

的
大

き
な

自

由
市
場

と
自

由
競
孚

の
傅
統
を
有
す

る
大
國

に
於

て
は
他

の
小
國

に
比
し

て

ヨ
リ
有
敷

と
な

る
。

カ

ル
テ
ル
の
置
格

に
封
す

る
影
響
力

の
正
確
な
評
慣
は
こ
れ

を
測
定

す
る

こ
と
が
必
す

し
も
容
易

で
な

い
事
實
か
ら
、
正
確

を
期

し
得

な

い
こ
と

は
浩
費
者

の
購
買
態
度
、
國
策
等

に
よ
る
要
因
を
考

え
れ
ば
明

ら
か

で
あ

ろ
う
。

尤
も
、

一
般

的

に
は

カ
ル
テ
ル
化
慣
格

は
非

カ
ル
テ
ル
化
慣
格

に
比
し

て
攣
動

性

の
少

い
こ
と
は
疑

い
の
余
地
が
な

い
。
然

し
こ
れ
は

カ
ル
テ
ル
の
存
在

が
必

す
し
も
有
力
な
要
因

と
し

て
作
用
す

る
も

の
と
は
断
言
し
得
な

い
。
例

え
ば
ア

メ
リ
カ
に
於
け
る
自
動
車

の
慣
格

安
定

の
如

き
は

カ
ル
テ
ル
組
織

に
基
く
も

の
で
は
な

い
こ
と
を
見

て
も
明
ら

か
で
あ

ろ
う
。

カ

ル
テ
ル
が
果
し

て
ー

ヵ

ル
テ
ル
支
持
者

の
主
張
す

る
如
く
1

慣
格

の
弾
力
性
を
齎
ら
す
役
割
を
演

す

る
も

の
で
あ

る
か
と

い
う
問
題

は
依
然
と
し

て

一
大
論
瓢

で
あ

る
。
從

つ
て
、
景
氣
安
定

へ
の

カ
ル
テ

ル
政

策

の
寄
與
と

い
う

こ
と
も
な

ほ
疑
問

の
余
地
が
多
分

に
存
す

る
。

ア
メ
リ
カ
に
於

て
は
、
景

氣
安
定
政
策
は
全
面
的

に
、
有
敷
需

要
総
量

の
維
持

の
諸
方
策

と
し
て

の
財
政

々
策
及
び
公
共

事
業
政
策

等
を
通
じ

て
行

わ
れ

て
い
る

の
で
あ
る
。
著
者

は
か

く
し

て
、
個

λ
の
商
品

の
債
格
を
安
定

さ
せ

る
通
貨
支
出
総

額

の
安
定
を
通
じ

て
の

鳶
業
活
動

維
持
に
よ
る
景
氣

安
定
政
策

に
劉
し

て
は
、
カ

ル
テ

ル
は
む

し
ろ
阻
害
的
な
作
用
を
及
ぼ
す

も

の
と
断
す

る
。

蓋
し
、
債
格

は
商
品
及
び
用
役

の
生
産
を
消
費
大
衆

の
希
求

に
自
動

的

に
調
和
せ
し

め

る
機
構

の

一
重
要
部
分

で
あ
り
、
自
由
競
孚
債

格

が

カ
ル
テ
ル
の
た

め
に
そ
の
本
質
的
機
能
を
嚢

揮
し
得
な

い
場
合

が
あ
る
や
否
や

の
吟
味
が
頗
る
重
要

と
な

る
。

生
産
過
剰

の
歌

態

の
下

に
於

て
は
、
少
く
と
も
自

由
競
孚

下

に
あ

つ
て
は
、
慣
格

は
過
剰
生
産
力
が
排
除

せ
ら
れ
最
も
能
率
的
な
生
産

者

の
望
ま
し
き
数

の
み
が
生
産
を
行
う
歌
態

に
於
け
る
黙
ま

で
債
格
が
低
落
す
る
こ
と
を

理
想

と
す
る
も

の
で
あ
る
。
尤
も
、

一
面

こ
の

■

54

、
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過

程

に
は
、
過
剰
供
給
量

が
長
期
的
均
衡
卒

よ
り
も

か
な
り
下
廻

つ
た
黙

ま
で
債
格
を
低
落
せ
し

め
る
と

い
う
可
能

性

が
伏
在
し

て
い
る

が
、

こ
れ
は
企
業

に
投

下
し
だ
資
本

・
設
備

及
び
技
術
的
熟

練
を
無
用

に
犠
牲

と
し
、
從

つ
て
就
会

に
封
す

る
経

濟
的
損
失
を
齎

ら
す

こ

と
と
な

る
。

然

ら
ば
、
懐
格

の
自

由
攣
動

の
下

に
於

て
は
果
し

て
こ
の
よ
う
な
異
歌
的

現
象

は
自
動
的

に
矯
正

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

著
者
は
-
輕
験
的

に
ー

カ
ル

テ
ル
は
疑

い
も
な
く
自
由
競
孚

の
齎

ら
す
弊
害

の
い
く

つ
か
を
避

け
る
作
用
を
な
す

こ
と
を
是
認

し

つ
つ

り

も
、
-
同
時

に

カ
ル
テ
ル
自

艦

に
於

て
重
大
な
危
瞼
を
招

致
す
ち
も

の
と
主
張

す
る
。
即
ち
、
競
箏

も

カ
ル
テ

ル
も
共

に
、
生
産
過
剰

の
肚

会

的
負
憺
を
冤
か
れ

し
め
る
も

の
で
は
な

く
、
何
れ
も

生
産
過
剰
欺
態

に
封
庭
す

る
手
段

に
於

て
異

る

の
み

で
あ
り

、
競
孚

は
慣
格

の
低

落
と
企
業

の
破
綻

に
よ
り
、

カ

ル
テ
ル
は
牛
産
と
償
格

の
維
持

に
よ
る
生
産
過
剰

の
綴
績
と

い
う
方
法

に
訴

え
る
も

の
で
あ
る
。

吾

々
の
経
濟
秩
序
を
動
か
す
窮
極

の
力

は
自
利
心

(むo
①
一h一口Ω
}μ昌
①
口Ω
口Ω
)

で
あ

る
が

..①
昌
嵩
σQ
鼻

Φ
昌
①
山

。。
①
匡

魯

琴

q・。。
.、
な
る
も

の
は
他

人
の

自
利

心
を
も
自

己

の
自
利

的
行
動

の
規
制

の
た
め
に
要
求
す
る
も

の
で
な

け
れ

ば
な
ら
な

い
。
利

潤
追
及
は
経
濟
活
動

の
是
認

さ
る

べ
き

規
制
力

で
あ

る
が
、

こ
の
た

め
に
は
個
人

の
相
釣
的
な
自

由
が
前
提
と
な

る
べ
き

も

の
で
あ
り
、
從

つ
て
自

由
企
業
組
織

の
第

一
前
提

要

件

は
自
由

に
存
す

る
こ
と
と

な
る
。

生
産
が
自
由
組
織

の
下

に
於

て
行
わ
れ
る
場
合

の
大
ぎ
な
利
黙
は
、
競
孚
費

用
が
目
的
的

に
生
す
る
こ
と

に
あ

る
も

の
で
、
能
率
と
大

衆

の
希
求

に
慮

す

る
場
合

に
、
或

る
特

定
集
圓

の
利
釜

の
た

め
で
は
な
く

一
就
会

全
禮

の
利
釜

の
た

め
で
な

け
れ

ば
な
ら
な

い
。

競
孚
は
個

々
の
生
産
者

の
利

釜
と
枇
会

の
利
釜
と
を
調
和
せ
し

め
る
が
、
猫

占

の
就
会

に
於

て
は
就
会

の
利

釜
は
む
し
ろ
縮
減
せ

ら
れ

る
。
故

に
、
か
か

る
輕
濟
的
自
殺
行
爲
を
防
止
す
る

の
は
國
家

の
責

務
で
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

.

爵

か

く
し

て

、
著

者

は
次

の
如

く
結

論

す

る
。

ア

メ
リ

カ

の
如
き

経

濟
杜

会

に
於

て
は

、

カ

ル

テ

ル
は

侮
冨
8

目
§
σq
Φ
せ

ら

る

べ
き

で
あ

る
と
。

何

と
な

れ

ば

カ

ル
テ

ル
は
競
孚

的

で
も

な

く
、

ま

た

民
主

的

で
も

な

い
か

ら

で
あ

る
。

・

C

・R

・
ウ
イ
ッ
ト

レ
シ
イ
「
國
家
的
利
盆
と
國
際
カ
ル
テ
ル
」

1
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一
號

一昌
、

カ

ル
テ

ル
問
題
解
決

へ
の
提
案

ア

メ
リ

カ
の
反
カ
ル
テ
ル
的
態
度

の
基
因

は
、
職
争

に
封
す

る

ヒ
ス
テ
リ
ャ

・
排
外
的
思
想
及
び
特

に
大
企
業

に
封
す

る
潜
在
的
敵
意

等

に
よ

つ

て
彩
ら

れ
る
諸

要
因

に
求
め
ら
れ
る
と
共

に
、

こ
れ
ら
は
更

に
純
糧
な
形
態

に
於
け
る
競
孚

と
猫
占

が
決

し

て
存
在

し
な
か

つ

た

と

い
う
事
實

に
よ
つ
て
更

に
複
雑

化
す

る
も

の
と
著

者

は
考

え
、
從

つ
て
ア
メ
リ

カ
の
猫
占

に
樹
す
る
政
策
は
時
代
精
紳
と
共

に
攣
遷

し
て
い
る
と
観

る

の
で
あ
る
。

、

,

・

カ
ル
テ
ル
問
題
解

決
の
た
め

の
提
案

と

し
て
、

ア
メ
リ

カ
に
於

て
見
ら
れ

る
も

の
と
し

て
は
次

の
三
つ
が
代
表
的

で
あ

る
。

e

カ
ル
テ

ル
は
特
殊

の
場
合
を
除
外

し
て
、
積
極
的

に
是
認
せ
ら

る
べ
き

で
あ

る
と

い
う
提
案

ω

カ
ル
テ
ル
を
制
限
的
基
礎

に
立

つ
て
是
認
し
よ
う

と
す

る
提
案

㊨

カ
ル
テ

ル
を
促
進
す

べ
し
と

い
う
提
案

第

一
の
立
場

に
於

て
は
、
次

の
如
き
特
殊

の
場
合
を

カ
ル
テ
ル
結
成

の
除

外

の
封
象

と
す

る
。

④

國
防
に
關
連
す
る
場
合

の

稀
少

・
不
可
欠
物
資
に
關
連
す
る
場
合

(の

公
共
保
健

・
道
徳
に
關
連
す
る
場
合

似

深
裂

危
嚢

生
の
響

・

し
か

し

て

、

こ

の
管

理

は

ア
メ
リ

カ

の

頃
①
q
亀

旦

日
量

働
o

O
o
崖

艮
。Ω。。
ご
岸

に
類
似

す

る
國
際

機
關

に
委

ね

る

べ
き
も

の
と
す

る
。

こ

の
考

え
方

は
、

主

と

し
て

ア

メ
リ

カ

の
政

治

家

・
官

僚

が

抱
懐

す

る
も

の
で
あ

る

こ
と
は

注

目

す

べ
き

で
あ
ろ

う

。

第

二

の
提
案

は

属
暮
ざ
昌
鑑

国
o
H
9
σq
昌

日
話
幽
①

O
o
目
昌
。
出

に
於

て

そ

の
主

唱
者

を
見

出

す

も

の
で
あ

る
が
、

そ

れ

に
よ

れ

ば

カ

ル
テ

56

、

鄭

匡



'

亀

57

ル
協
定
に

「
取
浩

可
能

の
承
認
」

(
岩
く
o
露
菖
o
還

噂
噸
ぐ
呂
)
付
條
件

と
し

て
認
む

べ
き
と
し
、
國
務
省

に
於

て
特
定

の
カ

ル
テ
ル
協

定

が
外
國

の
法
律
及
び

ア
メ
リ
カ
の
封
外
経

濟
政
策

に
鑑

み
、

ア
メ
リ

カ
國
内

の
商
業
を
不
合
理

に
制
約

す
る

こ
と
な
く
、
且

つ
國

内
競
争

者

の
貿
易

取
引
を

制
肘
す

る
と
と
が
な

い
場

合

に
於

て
カ
ル
テ
ル
は
認

め
ら
れ
る

べ
き
も
σ

と
す

る
。

第

三

の
提
案

は

日
げ
o
O
霞
ユ
霞

O
o
麺

o
旨
寓
o
昌

の
副
杜
長

国
o
冒
欝
昌

O
掃
o
昌
毒
o
o
働

氏

の
主
張

す
る
も

の
で
あ

る
が
、

氏

は
ア
メ

リ
カ
の
現
行
法

で
あ
る

詔

Φ
轄
γ
用
o
B
霞
Φ
旨
①
b
含

を

修
正
す

る
こ
と

が
最
も
實
際

に
即
し
た
も

の
と
断

す

る
の
で
あ

る
。
即

ち
國
際
的

部

面

に
於

て
は
、
宅

①
び
び
』

o
目
①
器
昌
o
臣
撃
o
o
宣
試
o
塗

を
出
來
得

る
限

り
多
く

の
産
業
部
門

に
設
立

せ
し
め
、

新
加
入
者

が
そ

の
責
務

を
履
行
す

る
限
り
は

こ
の
組

織

に
均
需
せ
し
む

べ
し
と
す

る
も

の
で
、
こ
れ
は
経
濟
的
観
黙
か
ら

ば
、

こ
の
組
織

へ
の
自
由

加
入

に
特
質

が
見
出

さ
れ
る
。

以
上

の
諸
提
案

は
各

々
そ

の
立
場
を
異

に
す

る
と
は

い
え
、

綜

合

的

に
は
次

の
諸
提
案

の
何

れ
か
を
包
含
す

る
も

の
と
鯖
納

し
得
よ

う
。

'

と

㈹ ㈱ ㈲(⇒ 〔⇒

合
衆
國

の
外
國
貿
易
活
動

を
規
制

す
る
諸
法
律
は

ヨ
リ
明
確

化

せ
ら

る
べ
き
こ
と

行
政

的
機
構

は
滋
正
せ
ら

る

べ
き

こ
と

實
業
入

の
行
動
決

定

の
基
準

を

ヨ
リ
容
易

に
す
る
措
置

が
講

ぜ
ら
る
べ
き
こ
と

浩
費
者

の
利
釜

が
考
慮
せ
ら

る

べ
き
こ
と

現
行

の
特

許
制
度

は
改
正

せ
ら
る

べ
き

こ
と

カ
ル
テ
ル
の
存
績

が
認
め
ら
れ

る
場
合

に
於

て
は
、
そ
れ

へ
の
加
入
は
可
及
的

に
自
由

に
せ
ら
る

べ
き

こ
と

カ
ル
テ
ル
結
成
が
希
求
せ
ら
れ
る
場
合

に
、
小
規
模

産

業

・部

門
を
加
入
せ

し
め
る
た
め
惰
國

家

椹

力

が
行

使
せ
ら
る

べ
き

こ

胤
G

・
8

・
ウ

イ

ッ
ト

レ

シ
イ

「
國

家

的

利

盆

と

國

際

カ

ル

テ

ル
」
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四
、

カ

ル
テ

ル
問
題
解
決

へ
の
歩
み

蔚

國
際

カ
ル
テ

ル
に
封
す
る
ア

メ
リ
ヵ
の
探

る
べ
き
方
法

は
、

t
れ
を
許

可
す

る
か
、
防
止
す

る
か
或

は
選
揮
的

に
認

め
る
か

の
三

つ
が

存
す

る
と
著
者

は
考

え
て
い
る
。

原
則

と
し
て
、

ア
メ
リ

カ
・の
封

カ
ル
テ
ル
政
策

は
そ

の
経
濟
的
及
び
政

治
的

理
想

に
出
來

る
限

り
接
近

し
、
而

も
運

用

の
妙
を
得
な

け

れ
ば
な
ら
な

い
。
か
く

の
如
き
政
策

の
樹

立
に
は
、
根
本
目
的

の
決

定

・
管

理
組
織

の
計
霞
及
び
實
施
基
準

の
設
定

の
三

ρ
が
要
求
さ
れ

る
こ
と
と
な

る
。

さ

て
國
際

カ
ル
テ
ル
に
劉
す

る
政
策

は
経
濟
政
策

一
般

の

一
部
面

に
過

ぎ
な

い
も

の
で
あ

る
か
ら
、
國
家

の
そ

の
他

の
諸
政
策
と
關
連

し
て
、
常

に
國
家
政
策

の
根
本

的
目
標

に
照
慮

し

て
樹

立
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
も

ψ
で
あ

る
。
然

し
、
如

何
な

る
政
策
も
長
短
を
冤

が
れ
得
な

い
も

の
で
あ
る
限

り

に
於

て
、
そ

の
長
短

の
バ
ラ

ン
ス
を
政
策
決
定

の
基
準

と
す

る
外

に
方
法

は
見
出
し
得
な

い
。

か
く
し

て
、
窮

極
的
に
は
、
猫
占

に
樹
す
,る
全
艦
的
方
策

は

ア
メ
リ

カ
人

の
知
的
遺
産

に
よ

つ
て
支
配

せ
ら

れ

る
哲

学
的
態
度

に
よ

つ

て
主

と
し
て
決
定
さ
れ
る
如
く

に
考

え
ら

れ
る
と
著
者

は
断
す

る
。

商

事
協
定

に
封
す

る
公
共
政
策

の
英
米
に
於
け
る
相

違
は
同

一
の

O
o
目
日
o
♪

宣
宅

の
背
景

に
立

ち
な

が
ら
も
、
よ
く
そ

の
國
民

の
態

度

を
物
語

つ
て
い
る
と
言

い
得
よ
う
が

、
イ
ギ
リ

ス
に
於
て
は
、
契
約
自

由
を
彊
調
す
る
に
劉

し
て
、

ア
メ
リ
カ
に
あ

つ

て
は
國
内
企
業

自

由
を
強
調
し

て
い
る
。
公
共
政

策

の
立
場
か
ら

は
、
少
く
と
も
歴
史
的

に
は

ア
メ
リ

カ
に
あ

つ
て
は
、

カ
ル
テ
ル
が
公
共
政
策

の
樹
立

に
如
何
な

る
影
響
を
與

え
る
か

と

い
う
決
定
的
讃
跡
は
認

め
ら
れ
な

い
。

,

就
会
政

策
的
立
場

か
ら
は
、
形
態

的
に
は
ヵ
ル
テ

ル
は
企
業

組
織

の

一
形
態

に
過
ぎ
な

い
も

の
で
あ

る
限

り
、

カ
ル
テ

ル
自
艦

と
し
て

は
根
本
的
重

要
性

を
必
す
し
も
持

つ
も

の
で
は
な

い
が
、
問

題
は

カ
ル
テ
ル
政
策
を
實

現
せ
し
め

る
源
泉

と
し
て
の
経
濟
力
そ

の
も

の
に

58
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軸

存
す

る
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ

ろ
う
。
若

し

こ
の
輕
濟
力
が
排

斥
せ
ら
れ

る

べ
き
性
質
を
具
有

し
て
い
る
…場
合

に
は
、

こ
れ
を

是
正

す

べ
き
根
撮
が
見

出

さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。

著
者

の
見
解

に
よ
れ
ば

、
カ
ル
テ
ル
を
排
除
す

る
も

の
と
し

て
も
、

ア
メ
リ
カ

の
特
許
制
度
を
改
め
る
こ
と
な
く
し

て
は
、

カ
ル
テ

ル

に
代

る
べ
き
何
ら

か
他

の
形
態

の
組

織
が
嚢
生
す

る
可
能
性

が
依
然

と
し

て
淺

る
も

の
と
考

え
る

の
で
あ
る
。

カ
ル
テ
ル
が
果
し

て
望
ま
し
き
も

の
で
あ

る
か
否
か

の
問
題
は
、

ア
メ
リ

カ
人
が
欲
す

る
経
濟
の
型

・
政
治

の
形
態
及
び
政
治

に
從
事
す

る
人

々
と
不

可
分
的
關
連
を
持

つ
も

の
で
あ

る
が
、
今
日

の
ア
メ
リ

カ
人

の
脛
濟
生
活

に
於

て
は
、
國
際

カ

ル
テ
ル
は

一
般
的

に
は
問

題

外
と

さ
れ

て
い
る
如
く

で
あ

る
。

著
者

は
更

に
進

ん

で
、
國
際

カ
ル
テ
ル
に
封
す

る
國
際
的
部

面
に
言

及

し
て
、

そ

の
能
率

的
管

理

の
た

め
に

一
穣

の
國
際
管

理
組
織

の

設
立
を
提

唱
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は

同
暮
⑦
葺

鉾
菖
o
昌
巴

目
筈

o
『
O
隔{冨
①
に
類
似

す

る
も

の
を
型
と
し

て
考

え
、
そ
の
果
す

べ
き
役
割

は

國
際

カ
ル
テ
ル
に
關
す

る
諸
問
題

の
研
究
と

カ
ル
テ

ル
を
饒

る
諸
問
題

の
封
策
劃

定
を
主

と
し
、
そ

の
構
成
員

は
各
方
面

の
利
害
關

係
者

を
代

表
す
る
人

々
i

企
業
家

・
経
螢
者

・
消
費
者

・
勢
働
者

・
農
業
者
等
…

を
包
含

せ
し
む

べ
き
も

の
と
し

て
い
る
。

カ

ル
テ

ル
問
題
は
、
そ

の
結
成

を
認

め
る
判
定
基

準

に
於
て
幾

多
の
困
難
性
を
伏
在
す

る

こ
と
は
既

に
論
及
し
た
所

で
あ

る
が
、
國

際

カ
ル
テ
ル
に
關
す

る
限

り
に
於

て
は
、
経
濟
的

の
み
な
ら
す
、
政

治
的
及

び
軍
事
的
性
質
を
有
す

る
諸
問
題

の
絡
み
合

炉
が
嚢

生
す

る
も

の
で
あ

る
が
、
経
濟
的
観
黙
か
ら

は
そ

の
他

の
考
慮

は
排
除
せ
ら

る

べ
き

こ
と
論
を
侯

た
な

い
。

ア
メ
リ
カ

の
過
去

五
十
年
間

の
歴
史

は
,

國
内

に
於
け

る
猫
占
禁
止
政
策
を
強
力

に
踏
襲
し

て
い
る
も

の
で
あ
り
、
著
者

は

こ
れ
を
更

に
推
進

せ
し
む

べ
き

で
あ

る
と
主
張
す

る

一

人
で
あ

る
。

玉

b

結

論

噂

。

.

C

・
B

・
ウ

イ
ッ
ト

レ
シ
イ

「
國

家

的

利
盆

と

國

際

カ

ル

テ

ル
」

59



60

商

學

討

究

第
三
巻

第

一
號

・

カ

ル
テ
ル
問
題

は
肚
会

政
策
及
び
経

濟
政
策

の

【
つ
の
根
本
的
問
題

の

一
部
面

で
あ
り
、
世
界
各
國

が
直
面

し
て
い
る
も

の
で
あ

る
。

ゐ

ゆ

い
わ
ば

、
自
由
と
統
制

の
均
衡
黒
を
何
庭

に
求
め
る
か

の
問
題
と

い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
完
全
な
意
味

に
於

て
の

ピ
鎗
霧
①
N
倒
蟄
ぼ
o
は
未

だ
曾

て
存
在

し
た

こ
と
は
な

い
と
し

て
も
、

こ
の
経
濟
自
由
主
義

と
統
制
主
義
乃
至
は
全
艦
主
義

と

の
雨
極
端

の
間

に
於

て
、
バ

ラ

ン
ス

を
如
何
な

る
顯

に
見

出
す
か
と

い
う
こ
と
は
今

日

に
於

て
最
も
切
實

に
要
求
せ
ら
れ

て
い
る
所

で
あ
る
。

著
者

は
こ
の
問
題

に
封

す
る
解
答

の
契
機
を

「
経

濟
計
書
」

(
Φ
8

β
o
忌

。
b
冒
β
昌
冒

σq
)
の
本
質

の
解

明
及
び
そ

の
好
ま
し
き
型

の
も

の
を
果
し

て
是
認
す

る
か
否
か

に
求

め
て
い
る
。
著
者

に
ょ
れ

ば
、

「
経
潴
計
書

」
な

る
も

の
は
経
濟

の
個
別
的
各
部

分
に
關
す

る
特
定

の
虚
置
乃
至

は
政
策
を
矛
盾
す

る
こ
と
な
き
全
鎧

に
統

合
す
る
た

め
の
企
書

で
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
少
く
と
も
過
去

の
ア
メ
リ

カ
に
於

け
る

カ

ル
テ

ル
叉
は
關
税

に
蜀

す

る
政
策
は
か
か

る
意
味

で
の
経
濟
計
鑑

の
範
麟

に
は
含

め
ら

る
ぺ
き

で
は
な

い
と
断
定
す

る
。

カ
ル
テ

ル
に
封

す
る
根
本
的
異
論

は
、
カ

ル
テ
ル
が
自

由
競
孚
か
ら
逸
脱
す

る

の
み
で
な
く
、
か
か
る
逸
睨

の
結

果
と
し

て
公
共
政
策

の
主
目
的

の
達
威
を
阻
止
す

る
黙

に
あ

る
と
著
者

は
主
張

し
て
い
る
。

企
業

の
カ

ル
テ
ル
化
は

ア
メ
リ

カ
経
濟

に
樹

し

て
、
鍮

出
入

の
制
限

を
齎
ら
し
、
從

つ
て
ア
メ
リ

カ
の

外

國

貿

易
総
量
を
縮
減

せ
し

め
、
そ

の
結
果
と
し
て
國
際
分
業

の
利
盆

の
あ

る
部
分
を
犠
牲

に
し
、
完

全
雇
傭

の
維
持
を
更

に
困
難
な
ら
し
め
る
可
能
性
を
持

つ
も

の

と
す

る
。
他
面

、
砒
会
政
策
的
立
場

か
ら

は
ヵ
ル
テ

ル
に
劉
す
る
絶
封

的
な
意
味

に
於

て
の
解
答

は
存

し
な

い
と
著
者

は
結

論
し
、

こ
の

解
答

は
時
間

の
経
過

が
こ
れ
を
與

え
る
も

の
で
あ
り
、
民

主

々
義
を
奉
す

る

ア
メ
リ
カ
人

の
合
理
的
剰
断

が
た
え
す
誤
謬
を
是
正
し

て
ゆ

く
も

の
で
あ

る
と
論
断
し

て
い
る
。

自
由

主
義

の
下

に
於
け

る
経

濟

の
本
質

は

..身
籠
犀
客

馬o
岩
$
、、
に
あ
る
と
の
根
本
前
提

に
立

つ
て
、

著
者

は
こ
の
力

の
自
由
な
機
能

こ
そ

が
湘
費
者
と
生

産
者

の
利
釜
を
自
動
的

に
調
節
す

る
も

の
で
あ
る
と
固

く
信

じ
て
い
る
。

か
く

し
て
、

カ
ル
テ
ル
は

ア
メ
リ

カ
に
於

て
は
、
公
共

の
利
釜

に
反
す

る
も

の
と
断
定

し

て
い
る

の
で
あ

る
。

,
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